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１ 総合的な学習の時間の改訂のポイント

(１) 総合的な学習の時間の目標の改善

① 総合的な学習の時間の目標は、「探究的な見方・考え方」を働かせ、総合的・横断的な

学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質

・能力を育成することを目指すものであることを明確化した。

② 教科等横断的なカリキュラム・マネジメントの軸となるよう、各学校が総合的な学習の

時間の目標を設定するに当たっては、各学校における教育目標を踏まえて設定することを

示した。

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく

課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。

(1) 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題

に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・

分析して、まとめ・表現することができるようにする。

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、

積極的に社会に参画しようとする態度を養う。

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から

俯瞰して捉え、実社会・実生活の課題を探究し、自己の生き方を問い続けるという総
ふ かん

合的な学習の時間の特質に応じた見方・考え方

＜２つの要素＞

①各教科等における見方・考え方を総合的に働かせる

②総合的な学習の時間に固有な見方・考え方を働かせる

探究的な見方・考え方
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(２) 学習内容、学習指導の改善・充実

① 各学校は総合的な学習の時間の目標を実現するにふさわしい探究課題を設定するとと

もに、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力を設定するよう改善し

た。

② 探究的な学習の中で、各教科等で育成する資質・能力を相互に関連付け、実社会・実

生活の中で総合的に活用できるものとなるよう改善した。

③ 教科等を越えた全ての学習の基盤となる資質・能力を育成するため、課題を探究する

中で、協働して課題を解決しようとする学習活動や、言語により分析し、まとめたり表

現したりする学習活動（比較する、分類する、関連付けるなどの、「考えるための技法」

を活用する）、コンピュータ等を活用して、情報を収集・整理・発信する学習活動（情

報手段の基本的な操作を習得し、情報や情報手段を主体的に選択、活用できるようにす

ることを含む）が行われるように示した。

④ 自然体験やボランティア活動などの体験活動、地域の教材や学習環境を積極的に取り

入れること等は引き続き重視することを示した。

⑤ プログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付ける学習活動を行う場合には、

探究的な学習の過程に適切に位置付くようにすることを示した。

２ 各学校において定める目標及び内容

総合的な学習の時間の構造イメージ
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(１) 目標を実現するにふさわしい探究課題

目標の実現に向けて、学校として設定した児童が探究的な学習に取り組む課題であり、

従来「学習対象」として説明されてきたものに相当する。

(２) 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

各学校において定める目標に記された資質・能力を各探究課題に即して具体的に示した

ものであり、教師の適切な指導の下、児童が各探究課題の解決に取り組む中で、育成する

ことを目指す資質・能力のことである。

３ 指導計画作成上の配慮事項

(１) 主体的・対話的で深い学びからの授業改善の視点に基づいた学習指導

総合的な学習の時間において「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を重視

することは、探究的な学習の過程をより一層質的に高めていくことにほかならない。

① 「主体的な学び」の視点

・「主体的な学び」とは、学習に積極的に取り組ませるだけでなく、学習後に自らの学

びの成果や過程を振り返ることを通して、次の学びに主体的に取り組む態度を育む学

びである。

・児童が主体的に学んでいく上で、課題設定と振り返りが重要となる。

課題設定・・・実社会や実生活の問題を取り上げる。

学習活動の見通しを明らかにする。

振り返り・・・自らの学びを意味付けたり、価値付けたりして自覚し、他者と共有

していくことにつながる。

文字言語によってまとめることは、学習活動を振り返り、体験した

ことと収集した情報や既有の知識とを関連させ、自分の考えとして

整理する深い理解につながる。

② 「対話的な学び」の視点

・「対話的な学び」とは、他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広

げ深めるような学びである。

・異なる多様な他者と対話することの価値

○知識や技能の構造化

身に付けた知識や技能を使って相手に説明して話すことで、つながりのある構造

化された情報へと変容させていく。

○多様な情報収集

多様な情報が他者から供給されることで、構造化は質的に高まる。

○新たな知を創造する場の構築と課題解決に向けた行動化への期待

「考えるための技法」を意識的に使っていくことなどは、対話的な学びを確かに

実現していくものと期待できる。

○協働的な学習は、グループとして結果を出すことが目的ではなく、その過程を通じ

て、一人一人がどのような資質・能力を身に付けるかということが重要である。
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③ 「深い学び」の視点

・「深い学び」については、探究的な学習の過程を一層重視し、これまで以上に学習過

程の質的向上を目指すことが求められる。

(２) 障害のある児童への配慮についての事項

・様々な事象を調べたり、得られた情報をまとめたりすることに困難がある場合は、必要

な事象や情報を選択して整理できるように、着目する点や調べる内容、まとめる手順や

調べ方について具体的に提示するなどの配慮をする。

・関心のある事柄を広げることが難しい場合は、関心のもてる範囲を広げることができる

ように、現在の関心事を核にして、それと関連する具体的な内容を示していくことなど

の配慮をする。

・様々な情報の中から、必要な事柄を選択して比べることが難しい場合は、具体的なイメ

ージをもって比較することができるように、比べる視点の焦点を明確にしたり、より具

体化して提示したりするなどの配慮をする。

・学習の振り返りが難しい場合は、学習してきた場面を想起しやすいように、学習してき

た内容を文章やイラスト、写真等で視覚的に示すなどして、思い出すための手がかりが

得られるように配慮する。

・人前で話すことへの不安から、自分の考えなどを発表することが難しい場合は、安心し

て発表できるように、発表する内容について紙面に整理し、その紙面を見ながら発表で

きるようにすること、ICT機器を活用したりするなど、児童の表現を支援するための手

立てを工夫できるように配慮する。

障害のある児童などの指導に当たっては、総合的な学習の時間の目標や内容の趣旨、学

習活動のねらいを踏まえ、学習内容の変更や学習活動の代替を安易に行うことがないよう

留意するとともに、児童の学習負担や心理面にも配慮する必要がある。総合的な学習の時

間においては、上記のような配慮をすることが考えられる。


